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宇都宮税務署　副署長

茅野 純也

こ

宇

着
任
の
ご
挨
拶

宇都宮税務署　署長

水落　誠

の
度
の
人
事
異
動
で
、
宇
都
宮

税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
水
落
と
申
し
ま
す
。
前
任
の
山
本
同

様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
よ
り
法
人
会
活
動
を

通
じ
ま
し
て
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た

り
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

宇
都
宮
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興

に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献

す
る
経
営
者
の
団
体
で
あ
る
」
と
す
る

崇
高
な
理
念
の
下
に
、
公
益
性
の
高
い

様
々
な
事
業
活
動
を
積
極
的
に
展
開
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

昨
年
度
も
各
種
研
修
会
の
開
催
や
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
、
「
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
企
業

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
へ
の
取

組
み
な
ど
に
よ
り
納
税
意
識
の
向
上
と

企
業
経
営
並
び
に
社
会
の
健
全
な
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
、
管
内
小
学
校

高
学
年
を
対
象
と
し
た
租
税
教
室
を
開

催
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
「
税
金
○

×

ク
イ
ズ
」
、
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
等
を
開
催
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
活

動
に
広
く
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
更

に
は
、
介
護
用
品
を
製
作
し
、
こ
れ
を

国
立
病
院
機
構
へ
寄
贈
す
る
社
会
貢
献

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を

伺
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
中
で
例
年
と
遜
色
の
な
い
活
動

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
頭
の
下
が
る
思

い
で
す
。

宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
と
は
、
従
来

か
ら
良
好
な
関
係
を
築
か
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
税
務
行
政
の
良
き
理
解
者

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

は
、
私
ど
も
が
税
務
行
政
を
運
営
し
て

い
く
上
で
非
常
に
大
き
な
支
え
で
あ
り
、

心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

皆
様
方
と
連
携
・
協
調
を
図
り
な
が
ら
、

法
人
会
活
動
に
で
き
る
限
り
の
協
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
方
と
意
見
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
連
携
を
深
め
、
税

務
当
局
と
し
て
自
ら
の
責
務
を
果
た
し
、

皆
様
方
の
理
解
と
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
も
な
お
、

各
方
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

宇
都
宮
法
人
会
会
員
の
皆
様
方
も
大
変

な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
皆
様
が
一
致
団
結
さ
れ
、
こ
の

苦
難
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国
税
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、
個
別

の
申
告
・
納
付
期
限
の
延
長
や
納
税
の

猶
予
等
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
税
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
や
税
務
署
へ
気
兼
ね
な
く
ご
相
談

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
は

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
導
入
に
先
立
ち
、
こ
の
10
月
か

ら
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
受

付
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
が

適
切
な
手
続
き
を
行
い
、
適
正
な
申

告
・
納
税
が
で
き
ま
す
よ
う
、
制
度
の

周
知
・
広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

加
え
て
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
「
ス
マ
ー
ト
税
務
行
政
」
の
実
現

に
向
け
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
始
め
と
し
た

申
告
納
税
制
度
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
更
に

進
展
さ
せ
、
納
税
者
の
方
が
「
よ
り
便

利
に
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
」
申
告
・
納

税
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
を
整
備

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
７
月
か
ら
は
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
納
税
証
明
書
の

申
請
か
ら
受
取
ま
で
の
手
続
き
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
是
非
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

結
び
に
当
た
り
、
宇
都
宮
法
人
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
方

の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
宮
税
務
署
副
署
長
を
拝
命
し

ま
し
た
茅
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
田
前
副
署
長
の
後
任
と
し
て
法
人
課

税
事
務
及
び
酒
税
事
務
を
担
当
い
た
し

ま
す
。
前
任
の
藤
田
同
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
環
境
は
、
経
済
・
社

会
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
新
し
い
生
活
様
式
の
下

で
、
皆
様
の
活
動
が
一
層
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
、
宇
都
宮
法
人
会
の
活

動
に
で
き
る
限
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
税
務
行
政
に
対
し
ま
し

て
も
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

MIYABITO ２



お問い合わせ先

宇都宮税務署　新陣容

納税は９時から 16時までにお願いします

（法人会関係部門）

宇都宮税務署 TEL 028-621-2151 自動音声が流れますので「２番」を選択してください。

職　　　名 氏　名 前　　　職
署長
副署長（個資）
副署長（総広管徴）　
副署長（法酒）
特別国税調査官（総合調査担当）
特別国税調査官（開発調査担当）
特別国税調査官（法人担当）
総務課長
税務広報広聴官
税務広報広聴官
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（源泉担当）
法人課税第一部門　統括国税調査官
法人課税第二部門　統括国税調査官
法人課税第三部門　統括国税調査官
法人課税第四部門　統括国税調査官
法人課税第五部門　統括国税調査官
法人課税第六部門　統括国税調査官
法人課税第七部門　統括国税調査官
情報技術専門官（法人担当）
審理専門官（法人担当）
法人課税部門　連絡調整官

水落　　誠
吉田　勝巳
宮内　仁志
茅野　純也
木内　武雄
齋藤　隆宏
井上　彰夫
加藤　　裕
傳川　貴子
水倉　　裕
湯本　克一
後藤　春美
上村　雅之
阿部　　仁
中出　一代
野田　裕之
弘山　祐一
大谷　　豊
岩崎　浩明
永島　　武
若林　伸茂
松㠀佐智恵
関和　陽子
渡邉　一男
矢亀　　学

局調査査察部　次長
（留任）
局総務部　納税者支援調査官
東京国税局　課税第一部　国税訟務官室　室長補佐
（留任）
川越税務署　特別国税調査官（資産担当）
春日部税務署　特別国税調査官（法人担当）
栃木税務署　総務課長
高崎税務署　法人課税第二部門統括官
局課税第一部　課税総括課　連絡調整官
宇都宮税務署　特別国税調査官（源泉担当）
（留任）
川口税務署　特別国税調査官（法人担当）
（留任）
古河税務署　法人課税第一部門統括官
（留任）
氏家税務署　管理運営・徴収部門統括官
浦和税務署　法人課税部門　連絡調整官
浦和税務署　法人課税第五部門統括官
（留任）
水戸税務署　酒類指導官
（留任）
大宮税務署　国際税務専門官（法人担当）
（留任）
越谷税務署　法人課税第一部門

関東信越国税局管内の全ての税務署において、令和３年10月１日から、国税の納付に係る税務署
納税窓口における受付時間は原則、９時から16時までとなりますのでご協力をお願いいたします。
なお、国税の納付手続きについては、口座振替による納付、自宅等からインターネットを利用し

た納付等のキャッシュレス納付やQRコードを活用したコンビニ納付など、便利な納付手続があり
ますので是非ご活用ください。
国税の納付手続きについては、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）をご覧ください。

宇都宮税務署

国税庁  国税の納付手続 検索

MIYABITO ３



税の百人一首の募集要項

11月11日から17日は「税を考える週間」です。
税務署からのお知らせ

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深め
ていただくため、1年を通じて租税に関する啓発活動を行っています。
　特に、毎年 11 月 11 日から 17 日までの 1 週間を「税を考える週間」として、こ
の期間を中心に様々な情報を提供するとともに、税務行政に対するご意見やご要望を
お寄せいただく機会としています。
　今年の「税を考える週間」では、「くらしを支える税」をテーマとして、国税庁ホー
ムページ (https://www.nta.go.jp) 内に特設ページを設け、国税庁の各種取組につい
て紹介するほか、YouTube の国税庁動画チャンネルで各種情報を発信しています。
　ぜひ、この機会に税について考えてみてはいかがでしょうか。

応募資格

課 題
応募点数
応募方法

応募期間
応 募 先

主 催

後 援
そ の 他

宇都宮市、上三川町に居住する人
宇都宮市内又は上三川町内の小・中・高等学校、専門学校、大学などに通学する
児童、生徒、学生
「税に関するもの」をテーマにした短歌
制限なし（自作・未発表のものに限る。）
応募用紙又は郵便はがき（作品・住所・氏名・職業・年齢・電話番号を明記）で
応募する。
令和３年 10 月１日㈮～11 月１日㈪
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14
（公社）宇都宮法人会内「税の百人一首」実行委員会事務局　TEL 028-648-9466
「税の百人一首」実行委員会事務局
【構成団体】宇都宮税務行政協力会、宇都宮税務署管内租税教育推進協議会

宇都宮税務署管内国税モニター会
宇都宮税務署
優秀作品には賞を贈呈し、作者の氏名とともに税の普及啓発活動に活用する。
なお、作品は返却しない。

①

②
③
④

⑤
⑥

⑦
　

⑧
⑨

税務署
だより

ポイント！ポイント！

※予約の際には、お名前・ご住所・ご相談内容等をお伺いいたします。※予約状況により、希望の相談日時に添えない場合がありますのでご了承願います。

1 宇都宮税務署（TEL : 028-621-2151）へ電話する
2 自動音声案内 : 「２」 を押す
3「相談の予約をしたい」旨を伝える

「事前予約制」宇都宮税務署での
相談は としております
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【
筆
者
紹
介
】

互
井
敏
勝
（
た
が
い
・
と
し
か
つ
）

１
９
６
８
年
生
ま
れ
。
東
京
国
税
不
服
審
判

所
審
判
部
、
同
所
管
理
課
、
国
税
庁
長
官
官

房
会
計
課
、
東
京
国
税
局
総
務
部
税
務
相
談

室
な
ど
を
経
て
、
東
京
都
中
央
区
で
税
理
士

登
録
。
近
著
『
令
和
３
年
版 

税
制
改
正
経

過
一
覧
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』、『
経
営
に
活
か
す

税
務
の
数
的
基
準
』（
共
著
、
大
蔵
財
務
協

会
）、『
所
得
税
重
要
事
例
集
』（
共
著
、
税

務
研
究
会
）
な
ど
。

特 集◆
リ
サ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
在
宅
勤
務

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
使
用
す
る
マ
ス

ク
等
の
消
耗
品
の
購
入
費
用
を
従
業
員

に
支
給
し
た
場
合
、
給
与
と
し
て
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
か
。

◆
サ
キ
先
生
　
勤
務
時
に
使
用
す
る
マ

ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
、
在
宅
勤
務
の
た

め
に
通
常
必
要
な
費
用
（
消
耗
品
等
）

を
精
算
す
る
方
法
に
よ
り
支
給
す
る
一

定
の
金
銭
に
つ
い
て
は
、
給
与
と
し
て

課
税
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
リ
サ
　
在
宅
勤
務
に
通
常
必
要
な
費

用
を
精
算
す
る
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

◆
サ
キ
先
生
　
精
算
す
る
方
法
と
し
て

は
、
会
社
が
在
宅
勤
務
に
通
常
必
要
な

費
用
と
し
て
仮
払
い
し
た
後
、
従
業
員

が
業
務
の
た
め
に
使
用
す
る
消
耗
品
等

を
購
入
し
、
そ
の
領
収
証
等
を
会
社
に

提
出
し
て
そ
の
購
入
費
用
を
精
算
（
仮

払
金
額
が
購
入
費
用
を
超
過
す
る
場
合

に
は
、そ
の
超
過
部
分
を
会
社
に
返
還
）

す
る
方
法
や
、
従
業
員
が
業
務
の
た
め

に
使
用
す
る
消
耗
品
等
を
立
て
替
え
払

い
に
よ
り
購
入
し
た
後
、
そ
の
購
入
に

係
る
領
収
証
等
を
会
社
に
提
出
し
て
そ

の
費
用
を
精
算
（
購
入
費
用
を
会
社
か

ら
受
領
）
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
リ
サ
　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
事
務
用
品

等
を
支
給
し
た
場
合
も
、
給
与
と
し
て

課
税
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
サ
キ
先
生
　
会
社
が
所
有
す
る
事
務

用
品
等
（
パ
ソ
コ
ン
等
）
を
従
業
員
に

貸
与
す
る
場
合
は
、
給
与
と
し
て
課
税

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
用

品
等
を
支
給
し
た
場
合
（
事
務
用
品
等

の
所
有
権
が
従
業
員
に
移
転
す
る
場

合
）
は
、
現
物
給
与
と
し
て
課
税
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
貸
与
に
は
、

例
え
ば
、
従
業
員
に
専
ら
業
務
に
使
用

す
る
目
的
で
事
務
用
品
等
を
支
給
と
い

う
形
で
配
付
し
、
そ
の
配
付
を
受
け
た

事
務
用
品
等
を
従
業
員
が
自
由
に
処
分

で
き
ず
、
業
務
に
使
用
し
な
く
な
っ
た

と
き
は
返
却
す
る
場
合
も
、
貸
与
と
み

て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
リ
サ
　
従
業
員
が
負
担
し
た
通
信
費

に
つ
い
て
、
在
宅
勤
務
に
要
し
た
部
分

を
支
給
す
る
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

◆
サ
キ
先
生
　
通
話
料
は
、
通
話
明
細

か
ら
業
務
の
た
め
に
使
用
し
た
金
額
が

確
認
で
き
る
の
で
、
そ
の
金
額
を
支
給

す
る
場
合
は
、
給
与
と
し
て
課
税
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
本
使

用
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
係
る

通
信
料
は
、
業
務
の
た
め
に
使
用
し
た

部
分
を
合
理
的
に
計
算
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
営
業
担
当
な
ど
業
務

の
た
め
の
通
話
等
を
頻
繁
に
行
う
場
合

の
通
話
料
、
基
本
使
用
料
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
に
係
る
通
信
料
は
、
簡
便

的
な
算
式
（
従
業
員
が
負
担
し
た
１
カ

月
の
通
信
費×

そ
の
従
業
員
の
１
カ

月
の
在
宅
勤
務
日
数
／
該
当
月
の
日
数

×

1
／
2
）
等
に
よ
り
算
出
し
た
も

の
を
支
給
す
る
場
合
は
、
給
与
と
し
て

課
税
し
な
く
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
リ
サ
　
感
染
が
疑
わ
れ
る
従
業
員
に

対
し
て
ホ
テ
ル
な
ど
で
勤
務
す
る
こ
と

を
認
め
、
そ
の
ホ
テ
ル
の
利
用
料
や
交

通
費
を
従
業
員
に
支
給
し
た
場
合
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

◆
サ
キ
先
生
　
職
場
以
外
の
場
所
で
勤

務
す
る
こ
と
を
会
社
が
認
め
て
い
る
場

合
、
そ
の
勤
務
に
係
る
通
常
必
要
な
ホ

テ
ル
の
利
用
料
や
交
通
費
に
つ
い
て
、

そ
の
費
用
を
精
算
す
る
方
法
ま
た
は
会

社
の
旅
費
規
定
な
ど
に
基
づ
い
て
、
従

業
員
に
対
し
て
支
給
す
る
一
定
の
金
銭

に
つ
い
て
も
、
給
与
と
し
て
課
税
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
リ
サ
　
な
る
ほ
ど
。
基
本
的
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
業
務
の
た
め

に
通
常
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
場
合

に
は
給
与
と
し
て
課
税
し
な
く
て
い
い

の
で
す
ね
。

在
宅
勤
務
に
係
る
費
用
を

　
　
　会
社
で
負
担
す
る
場
合
の
取
り
扱
い

― 

経
理
課
社
員
リ
サ
と
顧
問
税
理
士
サ
キ
先
生
の
税
務
問
答 

―

税
理
士

互
井
敏
勝
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【
筆
者
紹
介
】

海
部
隆
太
郎
（
か
い
べ
・
り
ゅ
う
た
ろ
う
）

法
政
大
学
卒
。
日
本
工
業
新
聞
社
、Ｉ
Ｔ
企

業
を
経
て
フ
リ
ー
。
中
小
企
業
を
中
心
に
企

業
が
抱
え
る
幅
広
い
課
題
を
取
材
・
執
筆
活

動
を
展
開
す
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

海
部
隆
太
郎

特 集

忘
れ
か
け
て
い
た
「
言
葉
の
基
礎
知
識
」

自
分
の
名
を
漢
字
で
書
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
小
学
１
年
生
だ
っ
た
か

２
年
生
だ
っ
た
か
。
今
は
記
憶
の
片
隅

に
も
な
い
。
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
言

葉
（
漢
字
）
の
重
要
性
は
認
識
し
つ
つ

も
、
複
雑
な
漢
字
は
読
め
る
が
書
け
な

い
状
態
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
よ

く
も
こ
れ
で
文
章
を
生
業
と
し
て
き
た

も
の
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
何

と
か
な
っ
た
。

さ
て
、
同
じ
漢
字
で
も
国
が
違
え
ば

発
音
は
異
な
る
。
日
本
の
報
道
で
は
、

例
え
ば
習
近
平
国
家
主
席
は「
し
ゅ
う
・

き
ん
ぺ
い
」、
台
湾
の
蔡
英
文
総
統
は

「
さ
い
・
え
い
ぶ
ん
」
の
よ
う
に
中
国

人
の
名
を
日
本
語
で
呼
称
す
る
。
本
来

な
ら
ば
「
シ
ー
・
ジ
ン
ピ
ン
」「
ツ
ァ
イ
・

イ
ン
ウ
ェ
ン
」
が
正
し
い
呼
び
方
で
は

な
い
の
か
と
思
う
。
た
だ
し
、
韓
国
の

場
合
は
や
や
違
う
。
昔
は
金
大
中
「
キ

ン
・
ダ
イ
チ
ュ
ウ
」
の
よ
う
に
日
本
語

で
読
ん
で
い
た
が
近
年
は
、
文
在
寅
大

統
領
は
「
ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン
」
と
韓
国

語
に
沿
っ
て
発
音
し
て
い
る
。
こ
の
違

い
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
を
外
務
省
の
役
人
に
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。「
日
本
人
の
名
前
を

日
本
語
で
読
ん
で
い
る
国
に
対
し
て

は
、
日
本
も
当
該
国
の
言
語
で
名
前
を

表
記
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
答
え

だ
っ
た
。
確
か
に
中
国
の
人
は
私
の
こ

と
を
「
ハ
ァ
イ
プ
ー
」
と
呼
ん
で
い
た
。

や
や
脱
線
す
る
が
、
米
国
の
ゴ
ー
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
元
上
院
議
員
は
中
国
の
新

聞
で
は
「
黄
金
水
」
と
表
記
さ
れ
、
英

国
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
は
「
鉄
人
宰

相
」
だ
っ
た
。
こ
の
点
、
カ
タ
カ
ナ
の

あ
る
日
本
は
便
利
だ
。

「
障
害
者
」か「
障
碍
者
」か「
障
が
い
者
」

な
の
か

漢
字
で
最
近
気
に
な
る
の
は
「
公
平

と
公
正
」
と
い
う
言
葉
。
と
も
に
物
ご

と
に
対
し
平
等
に
扱
う
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
公
平
の

言
葉
の
意
味
に
平
等
は
い
ら
な
い
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
身
体

的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
と
健

常
者
を
平
等
に
扱
っ
て
良
い
と
は
思
わ

な
い
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
交
通
機
関
に

優
先
席
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
乗

客
は
誰
で
も
平
等
で
あ
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
。
職
場
で
も
同
様
で
あ
ろ

う
。新

聞
記
者
時
代
に
よ
く
議
論
し
た
言

葉
が
、「
障
害
者
」
か
「
障
碍
者
」
と

表
記
す
べ
き
か
、
ど
ち
ら
も
判
断
し
に

く
い
か
ら
「
障
が
い
者
」
と
書
く
べ
き
、

な
ど
と
い
う
議
論
だ
。
新
聞
社
の
用
字

用
語
集
で
は
、「
障
碍
」
は
で
き
る
だ

け
使
わ
ず
に
「
障
害
」
の
表
記
を
推
奨

し
て
お
り
、「
障
害
を
持
っ
て
い
る
」

と
い
う
表
現
は
、
自
ら
の
意
思
で
持
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
不
可
。「
障

害
が
あ
る
」
と
書
く
よ
う
に
と
い
う
指

示
が
あ
る
だ
け
。
結
果
は
、
そ
の
時
の

デ
ス
ク
の
判
断
で
表
記
さ
れ
て
い
た
と

思
う
。
昔
の
話
だ
が
、
現
在
の
統
一
基

準
も
同
様
ら
し
い
。

今
で
も
役
所
は
「
障
害
者
」
と
表
現

す
る
。
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
河
合
純
一
委
員
長
が
言
う
に
は
「
社

会
モ
デ
ル
的
に
見
れ
ば
、
害
を
及
ぼ
す

人
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
か

ら
、
障
害
者
と
い
う
表
記
で
も
よ
い
」。

つ
ま
り
、
社
会
全
体
が
障
害
の
マ
イ
ナ

ス
面
の
み
を
と
ら
え
た
考
え
方
を
し
な

い
こ
と
。
障
害
は
個
人
の
側
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
社
会
が
生
み
出
し
て
い
る

と
と
ら
え
る
社
会
モ
デ
ル
を
形
成
す
る

こ
と
が
第
一
だ
と
い
う
。
詳
細
な
説
明

は
紙
幅
の
関
係
上
、
今
は
で
き
な
い
。

漢
字
で
表
現
す
る
言
葉
の
意
味
は
多

様
で
あ
る
。
悪
意
を
連
想
さ
せ
る
文
字

も
、
善
を
前
提
に
し
た
社
会
の
中
で
使

わ
れ
る
こ
と
で
、
意
味
が
変
わ
っ
て
く

る
。
な
に
よ
り
も
公
平
な
社
会
づ
く
り

が
必
要
だ
と
思
う
。
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【
筆
者
紹
介
】

柏
木
勇
一
（
か
し
わ
ぎ
・
ゆ
う
い
ち
）

大
学
卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、
現
在

Ｅ
Ａ
Ｐ
企
業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活

動
。
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、

交
流
分
析
士
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

柏
木
勇
一

自
分
へ
の
思
い
や
り
か
ら
始
ま
る

対
人
関
係

特 集「
ど
う
し
て
私
だ
け
出
社
す
る
の
？
」

と
訴
え
た
派
遣
社
員
Ａ
さ
ん

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

コ
ロ
ナ
禍
で
の
働
き
方
の
変
化
は
長

期
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
元
に
戻

る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
い

う
声
も
あ
り
ま
す
。
変
化
の
ひ
と
つ
が

テ
レ
ワ
ー
ク
で
す
。
東
京
な
ど
人
口
が

多
い
都
市
で
は
、
人
の
流
れ
を
減
ら
す

た
め
に
、
出
勤
し
な
い
で
、
自
宅
で
オ

ン
ラ
イ
ン
で
連
携
し
な
が
ら
仕
事
を
す

る
ケ
ー
ス
が
広
が
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
非
正
規
の
社
員
、
例
え
ば
派
遣
社

員
は
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
し
て
き
た
の

は
20
代
の
女
性
派
遣
社
員
Ａ
さ
ん
で

す
。
営
業
事
務
職
で
顧
客
先
と
の
連
絡

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
部
署
以
外
の

業
務
も
任
さ
れ
た
と
語
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
欠
点
を

補
う
会
社
側
の
努
力
や
工
夫
も
見
ら
れ

た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で

す
。
一
方
、
不
満
を
感
じ
た
社
員
が
納

得
で
き
る
道
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
別
の
視
点
か
ら
Ａ
さ
ん
と
話

し
合
い
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
ま
ず
自
分
へ
の

思
い
や
り
、
と
い
う
姿
勢
で
す
。

頑
張
っ
て
い
る
自
分
に
、
自
分
か
ら

い
た
わ
り
の
言
葉
を
か
け
ま
し
ょ
う

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

こ
れ
は
、『
セ
ル
フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ

ン
』
と
呼
ば
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま

れ
た
新
し
い
ス
ト
レ
ス
対
処
法
で
す
。

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
思
い
や
り
、
慈
悲

の
心
と
訳
さ
れ
ま
す
。従
っ
て
セ
ル
フ
・

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
自
己
へ
の
思
い

や
り
」
と
い
う
意
味
で
す
。
自
分
自
身

に
優
し
く
語
り
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。「
頑
張
っ
て
い
る
ね
」
と
。
自
分

を
責
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
を
い
た

わ
る
気
持
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。
自
分

に
と
っ
て
都
合
の
い
い
感
情
に
置
き
換

え
て
い
る
こ
と
で
、
他
人
へ
の
嫌
悪
や

距
離
を
感
じ
て
苦
し
ん
で
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
す
が
、
自
分
を
い
た
わ
る

こ
と
で
、
そ
の
偽
り
の
感
情
は
消
え
る

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
さ
ん
に
こ
の
話
を
し
ま
し
た
。
最

初
は
抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
自

分
へ
の
思
い
や
り
と
い
う
姿
勢
が
自
分

の
中
に
浸
透
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
分

か
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
余
計
な
こ
と

を
考
え
な
い
で
仕
事
に
集
中
で
き
た
こ

と
、
ミ
ス
を
し
て
も
回
復
が
早
く
な
っ

た
こ
と
、な
ど
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

相
手
か
ら
も
思
い
や
り
が
返
り
、

職
場
に
潤
い
が
戻
り
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

セ
ル
フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
続

き
が
あ
り
ま
す
。
自
分
へ
の
思
い
や
り

を
持
つ
と
、
自
然
に
他
人
へ
の
思
い
や

り
も
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

周
囲
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
部

署
全
体
の
業
績
向
上
に
も
良
い
影
響
を

与
え
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
自
分

の
本
音
に
気
づ
い
て
自
分
ら
し
く
生
き

る
契
機
と
な
り
、
職
場
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
し
、
共
感
の
あ

る
温
か
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
に
な

る
流
れ
で
す
。
こ
の
流
れ
の
ゴ
ー
ル
は

「
他
者
か
ら
の
思
い
や
り
」
で
す
。
誰

か
に
思
い
や
り
を
向
け
る
こ
と
で
、
そ

の
見
返
り
と
し
て
、
相
手
か
ら
も
思
い

や
り
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
図
式
で

す
。Ａ

さ
ん
も
深
く
う
な
ず
い
て
く
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
働
く
人
が

悩
み
、
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
今
回
紹
介

し
た
セ
ル
フ
・
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
取

り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

３
つ
の
流
れ
を
示
し
ま
し
た
が
、
ま
ず

は
自
分
へ
の
思
い
や
り
。
小
さ
な
こ
と

で
も
で
き
て
い
る
自
分
を
褒
め
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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【
筆
者
紹
介
】

伊
藤
壽
一
郎
（
い
と
う
・
じ
ゅ
い
ち
ろ
う
）

東
京
都
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
卒
業
後
、
産

経
新
聞
社
に
入
社
し
、
文
化
部
、
経
済
部
、

社
会
部
な
ど
を
経
て
２
０
０
２
年
か
ら
科
学

部
。
現
在
は
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
部
門

を
担
当
し
、
原
子
力
か
ら
地
震
、
宇
宙
、
物
理
、

化
学
、
生
物
、Ｉ
Ｔ
ま
で
、
幅
広
い
分
野
を

取
材
対
象
と
し
て
い
る
。
著
書
に
『
生
き
も

の
異
変
　
温
暖
化
の
足
音
』（
共
著
、
扶
桑

社
刊
）、『
新
ラ
イ
バ
ル
物
語
　
闘
い
が
生
む

現
代
の
伝
説
』（
共
著
、柏
書
房
）な
ど
が
あ
る
。

産
経
新
聞
科
学
部
記
者

伊
藤
壽
一
郎

米
中
露
の
権
益
争
い
に
挑
む

　
　
　
　
日
本
の
北
極
研
究
、
加
速
中

特 集シ
ロ
ク
マ
が
住
む
氷
の
世
界
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
北
極
圏
は
、
実
は
地
球
で

最
も
速
く
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で

す
。
海
氷
減
少
が
進
ん
で
北
極
海
の
航
路

利
用
や
地
下
資
源
開
発
の
可
能
性
が
高
ま

り
、
権
益
確
保
を
狙
う
米
国
、
中
国
、
ロ

シ
ア
が
激
し
く
主
導
権
を
争
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
日
本
も
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
「
科

学
力
」
で
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
戦
略

を
加
速
し
て
い
ま
す
。

■
大
国
間
の
競
争
が
激
化

北
極
圏
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
ア
メ
リ

カ
大
陸
を
分
け
る
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
や
、
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
な
ど
を
含
む
北
緯
66
度
33
分
以

北
の
地
域
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
約
50
年
間
で

年
平
均
気
温
が
３
・
１
度
上
昇
し
、
地
球
平

均
の
約
３
倍
も
の
速
さ
で
温
暖
化
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。

そ
の
影
響
で
、
海
氷
面
積
も
約
40
年
前
の

ほ
ぼ
半
分
に
当
た
る
約
３
５
０
万
平
方
キ
ロ

に
縮
小
。
船
が
航
行
で
き
る
期
間
や
海
域
が

増
え
、
北
極
海
は
ア
ジ
ア
と
欧
州
を
結
ぶ
最

短
航
路
と
し
て
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
海
氷
減
少
は
、
世
界
で
ま
だ
発
見
さ
れ

て
い
な
い
原
油
の
約
13
％
、
天
然
ガ
ス
の
約

30
％
が
眠
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
北
極
圏
で
、

地
下
資
源
採
掘
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
可
能

性
も
高
め
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
背
景
が
、

各
国
の
権
益
争
い
を
激
化
さ
せ
て
い
る
の
で

す
。北

極
海
航
路
や
地
下
資
源
採
掘
の
実
現
に

は
、
北
極
圏
の
温
暖
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

が
必
須
で
す
が
、
過
酷
な
環
境
な
た
め
、
研

究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
日
本
は
そ

こ
に
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
海
洋
気
象
観
測
は
海
に
囲
ま
れ
た
日
本

の
お
家
芸
で
、
世
界
ト
ッ
プ
級
の
深
海
探
査

技
術
も
北
極
圏
観
測
に
生
か
せ
ま
す
。
科
学

力
で
貢
献
し
て
発
言
力
を
増
せ
ば
、
大
国
の

権
益
争
い
か
ら
の
「
置
い
て
け
ぼ
り
」
を
回

避
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
新
た
な
砕
氷
船
を
建
造

戦
略
の
象
徴
が
、
今
年
４
月
に
建
造
に
着

手
し
た
砕
氷
船
の
「
北
極
域
研
究
船
」
で
す
。

日
本
は
北
極
用
の
砕
氷
船
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
研
究
を
本
格
化
し
冬
季
の
観

測
や
北
極
点
到
達
を
実
現
す
る
に
は
不
可
欠
。

ま
た
、
北
極
圏
の
変
化
は
日
本
の
猛
暑
や
豪

雪
を
は
じ
め
と
し
た
激
し
い
気
候
変
動
に
つ

な
が
る
と
さ
れ
、
対
策
の
推
進
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
文
部
科
学
省
が

新
造
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

全
長
１
２
８
メ
ー
ト
ル
、
幅
23
メ
ー
ト
ル
、

総
ト
ン
数
１
万
３
千
ト
ン
の
大
型
船
で
、
厚

さ
１
・
２
メ
ー
ト
ル
の
氷
を
砕
き
な
が
ら
航

行
。
総
建
造
費
３
３
５
億
円
で
、
２
０
２
６

年
度
に
就
航
す
る
計
画
で
す
。

豪
雨
災
害
を
も
た
ら
す
線
状
降
水
帯
の
陸

上
観
測
で
も
活
躍
し
て
い
る
最
新
の
ド
ッ
プ

ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
を
搭
載
し
、
北
極
圏
の
降
雨

や
降
雪
の
様
子
を
３
次
元
で
高
精
度
に
観
測
。

上
空
の
気
球
型
装
置
に
よ
る
気
象
・
大
気
観

測
と
併
せ
、
気
候
変
動
の
謎
の
解
明
に
挑
戦

し
ま
す
。ま
た
、海
上
と
海
中
の
観
測
ド
ロ
ー

ン
か
ら
電
磁
波
な
ど
で
氷
の
厚
さ
や
分
布
を

調
べ
、
生
態
系
へ
の
影
響
や
新
た
な
航
路
の

可
能
性
も
探
る
そ
う
で
す
。

■
天
気
予
報
も
精
度
向
上

文
科
省
は
、
船
の
建
造
と
並
行
し
て
北
極

域
研
究
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
環

境
変
化
の
実
態
把
握
や
気
候
変
動
プ
ロ
セ
ス

の
解
明
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
船
舶
や
ト
ラ
ッ
ク
の
排
出
ガ
ス

な
ど
か
ら
生
じ
て
大
気
中
を
浮
遊
す
る
「
す

す
粒
子
」、
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ボ
ン
（
Ｂ
Ｃ
）

と
い
う
物
質
の
実
態
把
握
で
す
。
太
陽
光
を

強
く
吸
収
す
る
性
質
が
あ
り
、
積
雪
や
海
氷

面
に
沈
着
し
融
解
を
促
進
す
る
と
指
摘
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
広
域
な
観
測
網
を
構
築
し
て

分
布
や
環
境
へ
の
影
響
を
調
べ
よ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
観
測
デ
ー
タ
に
高
度
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
気
象
予
測
の
高
度
化
も
推
進
中
。
既
に

関
連
研
究
で
、
北
極
海
上
空
に
あ
る
雲
の
量

の
分
析
か
ら
、
海
氷
量
の
高
精
度
な
予
測
が

可
能
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
海

氷
の
量
は
日
本
に
寒
気
を
も
た
ら
す
シ
ベ
リ

ア
高
気
圧
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
研
究
が

加
速
す
れ
ば
日
本
の
天
気
予
報
の
精
度
向
上

に
も
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。
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企 業 紹 介

［清住塙田支部］株式会社 丸治

［陽南幕田支部］株式会社 なないろ広告社［城山支部］有限会社 坂東受注センター

［上三川支部］株式会社アール・ティー・シー

□住所：宇都宮市泉町1-22
□ＴＥＬ：０２８‐６２２‐２２１１　□ＦＡＸ：０２８‐６２２‐６０２７
□ＵＲＬ：http://www.maruji.jp　□事業種：ホテル業・飲食業

元禄創業の株式会社丸治は、元禄年間に脇本陣であった本家丸
屋より初代治兵衛が興した旅籠です。丸屋の治兵衛より丸治を屋
号とし、宇都宮の歴史と共に今日まで歩んで参りました。生業は旅
館ホテル業であり、ホテル丸治、ホテル・ザ・セントレ宇都宮の２つ
のホテルを経営しております。ホテル丸治には地名を冠した和食堂
の和堂あさひ阪、ホテル・ザ・セントレには創業者の名前を冠した
治兵衛があり、地域の皆様のお食事と交流の場となっております。
ホテル以外にもＢＡＲ五楽、日本料理丸治小山店がございます。

これからも地域の皆様と共に愛する宇都宮の発展を支えてゆく所
存でございます。皆様方のお越しをお待ち申し上げております。

代表取締役／福　田　治　雄

□住所：宇都宮市江曽島町1415-19
□ＴＥＬ：０２８‐６４５‐６４７６　□ＦＡＸ：０２８‐３０６‐０９４８
□ＵＲＬ：https://www.716ad.com　□事業種：広告代理業

様々な企業様はより良い商品を開発し、人員を組織し、資金
を用意し事業の成長を図ります。これらを揃え成長させるため
には、その商品を消費者に届ける必要があります。そのために
は「広告」が必要不可欠となります。
一言で「広告」と言ってもこの時代さまざまな手法がありま
す。ターゲットとなる消費者に合わせた展開が必須となります。
広告関連に携わって25年のキャリアを持つプランナーがなるべ
く低価格で高品質な広告商品をプランニングいたします。

代表取締役／福　田　一　也

□住所：宇都宮市大谷町1160-3
□ＴＥＬ：０２８‐６５２‐０１１１　□ＦＡＸ：０２８‐６５２‐３１３４
□ＵＲＬ：http://bandowind.sakura.ne.jp
□事業種：旅行サービス手配業（旅行企画販売）

全国のホテル・旅館・昼食処・観光施設を旅行業社より委託
を受けて、手配をする業種です。旅行企画の販売もし、主に全
国の観音巡礼・四国お遍路の先達をしております（バスに同乗
して、お客様にお寺の本尊様の前にて先頭に立ってお経を唱え
ながら、寺の由来などを説明して参ります。）。時には、添乗の
依頼にも応える生業です。

先達・案内人・代表取締役／加　藤　敏　郎

□住所：河内郡上三川町上三川3948（他  神戸／つくば／東京）
□ＴＥＬ：０２８５‐５６‐６２１３　□ＦＡＸ：０２８５‐５６‐０１９７　□ＵＲＬ：http://www.rtc-corp.co.jp
□事業種：各種電子応用製品の開発・設計・製造及びセンサとIoT技術を応用したプラットフォームの提供

エレクトロニクスと IoT 等未来技術を応用した各種応用商品の
研究開発～設計～部材調達～モノづくり～製品評価までワンスト
ップ一貫受託サービスを提供しています。当社のハードウェア／
ソフトウェア技術は医療・介護、産業機械・ロボット、輸送機器（自
動車・船舶）その他広範なエレクトロニクスマーケットのお客様
にご愛顧頂いております。昨今では多くの医療機関や産業支援機
関等と連携しヘルスケアを中心としたオリジナル商品の創出活動
を積極的に実施しています。エレクトロニクスや IoT のモノづく
りやサービスでお悩みであれば是非当社にご連絡下さいませ。
（医療機器製造の国際品質規格 ISO13485 認証／ ISO9001 認証）

代表取締役／櫻　井　仙　長
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企 業 紹 介

［マロニエ支部］有限会社いちご広告社

［石井横田支部］スズコウアールディ株式会社［駅東支部］永井司法書士・行政書士事務所

［北支部］無垢杢工房  株式会社イケダ

□住所：宇都宮市大曽5-3-17
□ＴＥＬ：０２８‐６２２‐１７１５　□ＦＡＸ：０２８‐６２７‐３０６３
□ＵＲＬ：https://www.ichigo-koukoku.com/
□事業種：出版業、総合広告業

いちご広告社は、少しずつ熟しておいしい赤い「いちご」に
成長するよう、また〝一期一会〞を大切にとの思いで命名をしま
して、来年20年目を迎えます。個性的で質の高い商品を提供す
る総合広告業を目指しております。
出版業では、「いちご出版」として本作りに携わっています。
貴社の創立記念に合わせた社史、商品開発にまつわる秘話・エ
ピソード集など、企業の実力・魅力・将来性を広く世間にアピ
ールしてみてはいかがでしょうか。まずは気軽にお問い合わせ
の上、ご相談ください。

販売戦略アドバイザー・代表取締役／橋　本　文　夫

□住所：宇都宮市問屋町3426番地46
□ＴＥＬ：０２８‐６５６‐５４８５　□ＦＡＸ：０２８‐６５６‐５４８６
□事業種：設備業・不動産業

弊社は1976年　宇都宮市平松本町にて「有限会社　鈴康設備
工業」として創業、2006年　宇都宮市問屋町に本社を移転、
2021年「スズコウアールディ株式会社」に社名変更しました。 
45年間の建築設備業で培ったノウハウを生かし、不動産の
Renovetion（再生）とDevelopment（開発）を目的とする企業
の意味を込めてそれぞれの頭文字を取りアールディとしました。
不動産の「新しい価値をカタチにする」企業を目指しますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

代表取締役／鈴　木　康　史

□住所：宇都宮市平松本町416番地84
□ＴＥＬ：０２８‐６３５‐２１９４　□ＦＡＸ：０２８‐６７８‐５５７７
□事業種：司法書士・行政書士

生まれ育った宇都宮の地で、令和２年10月に新規開業いたし
ました。相続手続・遺言・成年後見・企業承継など、「終活」
全般を通じて地域の皆様に貢献できるよう頑張ってまいります。
まずはお気軽にご相談ください。
•生年月日　昭和45年６月９日
•宇都宮市立中央小学校卒
•宇都宮大学教育学部附属中学校卒
•栃木県立宇都宮高等学校卒
•明治大学法学部卒

司法書士・行政書士・終活アドバイザー／永　井　雄　一

□住所：宇都宮市徳次郎町306-3　□ＴＥＬ：０２８‐６６５‐００１５
□ＦＡＸ：０２８‐６６５‐００４９　□ＵＲＬ：http://www.wood-ikeda.co.jp/
□事業種：建築設計・施工、木材販売・加工、製作家具・建具

無垢杢工房株式会社イケダは「地域に根ざす木の家づくり」
を通して、地域循環型社会に貢献する工務店の組織です。
住まいは、本来それぞれの地域の風土に深く関わりながら、
長い時間の流れの中でつくられてきた文化の“かたち”です。山
林から家づくりを考える地域主義工務店として、栃木県内で採
れた無垢の県産材にこだわり、設計者、工務店、大工、職人の
顔が見える、安全で良質な木の家づくりを実現します。
地域の山や木を引き継ぎ、さらに次の世代へ引き継ぐことを
使命とし、私たちは地域に根ざした住文化の新たな創造に取り
組んでいます。

代表取締役／池　田　晃　徳
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所属支部 法人名 代表者 住所 業種

宇都宮法人会 新セミナー続々掲載
インターネットセミナーのご案内

無料公開

0701
9466

ログインID：
パスワード：

宇都宮法人会 で検索いただけます検 索

全セミナー約550講座以上
■実務家
■一般経営
■法律
■労務

■税務・財務・経理
■研修・人材育成
■環境・高齢化
■健康・ライフスタイル

■政治経済
■著名人
■パソコン研修
■経営実務研修

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

有料広告 ４月、７月、
10月、１月
　　　発行

掲載の
ご案内

年
４
回

広告の申込・お問い合わせは

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

10,000 円
5,000 円

中　面

●２段………
●１段………

30,000 円
20,000 円

Ａ
４
版

Ａ
４
版

　　　………
　　　　……
●１段
●１/２段

秋季講演会
ロンドンオリンピック
卓球女子団体　銀メダリスト

平野 早矢香 氏
講 師

栃木県総合文化センター
メインホール

場 所

無料（要予約）入場料
1,600席のうち800名定 員

令和３年11月12日㈮　日 時
14:00～15:40（受付13:30）

公益社団法人 宇都宮法人会・関東信越税理士会宇都宮支部主催／

細谷戸祭支部

　

　

　

御幸平出支部

駅 東 支 部

石井横田支部

清住塙田支部

馬場宮園支部

中 央 支 部

北 支 部

城 山 支 部

雀 宮 支 部

㈱イナザワ

㈱サニーハート

㈱一蓮

エバーグリーン

㈱日本販売促進研究所

ウエルネス・メンタルヘルス研究所

㈲田辺空調サービス

㈱エクセルシオール

㈱Ａｗａｋｅ

㈲栃木屋

㈱堀岡美装店

東久キャピタル㈱

メディアプランナーズ

石　川　鷹　之

中　原　　　淳

村　山　友　亮

村　田　宣　雄

佐　藤　則　子

藤　田　京　子

田　辺　和　彦

大　木　照　永

水　沼　寛　樹

渡　沼　　　浩

堀　岡　　　徹

髙　久　栄　治

粕　谷　麻　衣

宇都宮市上戸祭町３０５３－２８

宇都宮市東宝木町７－４

宇都宮市戸祭町２６３８－１２

宇都宮市細谷町７５２－１

宇都宮市陽東３－２７－１５

宇都宮市簗瀬４－２２－１６－６０２

宇都宮市下栗町２２９２－８

宇都宮市松原２－３－３６

宇都宮市馬場通り３－４－７宇都宮ＰＥＡＫＳ５０３

宇都宮市二番町１－１９

宇都宮市横山１－２４－１７

宇都宮市駒生町３３６９－１－４０５

宇都宮市雀の宮７－２２－２０フレグランス I２０５

時計・眼鏡・光学機械小売業

その他の老人福祉・介護事業

他に分類されない職別工事業

はつり・解体工事業

経営コンサルタント業

その他の医療に附帯するサービス業

冷暖房設備工事業

労働者派遣業

居住支援事業

米菓製造業

塗装工事業

土地賃貸業

著述家業

■新会員紹介（令和３年６月～令和３年８月入会）

会員増強運動
推進中!!

健全な経営、正しい納税、社会に貢献
健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。
この10月から12月は会員増強運動月間です。

1 法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、
　 企業の繁栄が図れます。
2 健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
3 法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

入って良かった法人会を目指します!
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新
任
挨
拶

宇
都
宮
税
務
署
長 

表
敬
訪
問

正
副
部
会
長
会
議

今
後
の
主
な
事
業

10月20日 ：チャリティーゴルフ大会
10月～２月 ：租税教室
11月12日 ：親会秋季講演会（青年部会協力）
１月中旬 ：新年賀詞交歓会
３月 ：県下青年部会合同講演会

５
月
26
日
開
催
の
青

年
部
会
総
会
に
お
い
て

新
部
会
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
、
明
賀
一
博
で

ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

船
田
前
部
会
長
は
じ
め
歴
代
の
部
会
長

が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

さ
ら
に
よ
り
良
い
青
年
部
会
と
な
る
よ
う

一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
年
部
会
は
会
員
企
業
の
経
営
者
お
よ

び
法
人
会
役
員
の
後
継
者
等
の
育
成
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
法
人
会
活
動
推
進
の

担
い
手
と
し
て
大
き
な
役
割
を
有
し
て
お

り
ま
す
。
活
動
の
大
き
な
柱
と
し
て
「
租

税
教
育
活
動
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
租
税
教

育
活
動
」
で
は
、
会
員
自
身
が
税
に
対
す

る
理
解
を
よ
り
深
め
、
意
識
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
各
支
部
と
の
連
携
に
よ
る
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
租
税
教
室
」
に
お

い
て
子
供
た
ち
に
対
し
て
税
の
仕
組
み
や

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
税

の
本
質
が
「
思
い
や
り
の
心
」
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
税
の
使
い
道
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
「
財
政
健
全

化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
健
康
経
営
と
は
、

企
業
が
従
業
員
の
健
康
保
持
・
増
進
の
取

り
組
み
を
「
投
資
」
と
捉
え
、
経
営
的
な

視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に
実
行
す
る
企
業

活
動
で
す
。
健
康
経
営
を
通
し
て
企
業
の

活
力
向
上
、
ひ
い
て
は
国
の
財
政
健
全
化

に
貢
献
す
べ
く
具
体
的
に
は
「
健
康
経
営

宣
言
書
」
の
提
出
か
ら
活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

に
よ
り
、
青
年
部
会
活
動
も
多
く
を
中
止
、

縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。青
年
部
会
と
し
て
は
安
全
を
最
優
先
し
、

で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
行
い
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
に
は

今
ま
で
以
上
に
会
員
相
互
の
懇
親
を
図
り

つ
つ
、
活
動
を
再
開
、
活
性
化
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
青
年
部
会
の
益
々
の
発
展
に
精
一
杯

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
な
ら
び

に
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
青
年

部
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
都
宮
税
務
署
管
内
人
事
異
動
に
よ
り

水
落
誠
署
長
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
去
る
７
月
26
日
㈪
に
女
性
部
会
と

合
同
で
宇
都
宮
税
務
署
に
表
敬
訪
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

茅
野
純
也
副
署
長
、
野
田
裕
之
統
括
、

石
原
広
美
上
席
同
席
の
も
と
、
青
年
部
会

や
女
性
部
会
の
本
年
度
の
予
定
や
活
動
内

容
の
説
明
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
て
も
有
意
義
な
交
流
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
最
後
に
例
年
恒
例

の
集
合
写
真
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

未
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
税
務
署
管

内
で
も
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
お
話
を
聞
く

と
、
や
は
り
特
別
は
存
在
し
な
い
と
い
う

現
状
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
早
く
収
束
に

向
か
う
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
後
の
事
業
の
あ
り

方
や
方
向
性
を
協
議
す
る
た
め
、
８
月
３

日
㈫
に
法
人
会
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
以
下
、
協
議
案
件
一
覧
に
な
り
ま
す
。

●
租
税
教
育
活
動
に
つ
い
て
↓
研
修
会
に

積
極
的
に
参
加
し
、
講
師
が
で
き
る
人

を
多
く
輩
出
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
。

●
時
局
講
演
会
↓
参
加
実
施
。

●
第
６
回
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
大
会
↓
コ
ロ

ナ
禍
を
考
慮
し
今
回
も
中
止
。

●
経
営
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
↓
県
連
と
合
同

開
催
の
方
向
で
進
め
る
。

●
医
療
研
修
会
に
つ
い
て
↓
任
意
参
加
だ

が
極
力
参
加
す
る
こ
と
で
合
意
。

■
そ
の
他
、
協
議
及
び
報
告
案
件

●
全
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
定
時
連

絡
協
議
会
会
議
伝
達
事
項
に
つ
い
て
↓

全
法
連
が
勧
め
る
「
財
政
健
全
化
の
た

め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
参
加

を
各
委
員
会
か
ら
メ
ン
バ
ー
へ
伝
達
。

●
部
会
員
増
強
運
動
↓
知
り
合
い
へ
の
積

極
的
な
勧
誘
で
同
志
を
多
く
し
て
い
く
。

●
第
35
回
「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」

佐
賀
大
会
↓
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
参
加
規

模
縮
小
に
伴
い
部
会
長
の
み
参
加
。
他

メ
ン
バ
ー
は
リ
モ
ー
ト
参
加
。
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介
護
用
品
作
製
会
開
催

栃
法
連
女
性
部
会

連
絡
協
議
会
役
員
会
開
催

女性部会会員募集中!!

フェスタマイ宇都宮

［主な事業内容］
「新年税務研修会」の開催
「高校生税金〇×クイズ大会」の開催
「税に関する絵はがきコンクール」の開催
「フェスタマイ宇都宮」への参加
「介護用品作製会」の開催
各種研修会の開催

［入会資格］
宇都宮法人会会員の方で経営者
またはそれに準じる方

女性部会は多岐にわたり研修会
等を通じて部会員相互の親睦を図
りつつ、知識の啓発に努めるとと
もに、法人会の事業活動を積極的
に支援し、法人会発展に寄与する
活動を行っています。

［お問合せ・お申込み］
公益社団法人 宇都宮法人会
事務局  TEL：028-648-9466

日帰り又は１泊視察研修会

高校生
税金〇×
クイズ大会

オーガニック
ジュエリー
研修会

関 

喜
一 

社
会
貢
献
委
員
長
・
舘
野 

淳 

専
務
理
事
に

活
動
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フラワーアレンジメント
研修会

今
年
も
女
性
部
会
で
は
介
護
用
品
作

製
会
を
第
１
回
目
は
７
月
16
日
㈮
15
名

参
加
、
第
２
回
目
は
７
月
19
日
㈪
14
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
車
椅
子
用
の
ヘ
ッ
ド
レ
ス

ト
カ
バ
ー
30
枚
・
防
水
シ
ー
ト
付
タ
オ

ル
40
枚
・
食
事
用
エ
プ
ロ
ン（
大
）20
枚
・

よ
だ
れ
掛
け
10
枚
の
合
計
1
0
0
枚
を

作
製
し
ま
し
た
。
防
水
シ
ー
ト
と
タ
オ

ル
地
の
縫
製
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

社
会
貢
献
委
員
会
は
作
製
会
前
に
材

料
の
買
い
求
め
を
し
、
布
の
断
裁
等
の

事
前
準
備
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
作
製

会
後
に
は
未
完
成
部
分
の
追
加
作
製
も

行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
暑
く
て
も
マ
ス
ク

を
し
、
黙
々
と
手
を
動
か
し
、
各
担
当

の
連
携
の
良
さ
で
無
事
仕
上
げ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
、
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

23
年
間
先
輩
方
が
続
け
ら
れ
た
良
き

伝
統
を
通
し
て
病
院
の
皆
様
方
の
一
助

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
社
会
貢
献
委
員
長
　
中
村
和
子
）

８
月
11
日
㈬
、
全
法
連
女
連
協
定
時

連
絡
協
議
会
結
果
報
告
や
法
人
会
全
国

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
新
潟
大
会
等
を
議
題
と

し
て
、
法
人
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
法
人
会
か
ら
は
福
田
部
会

長
・
小
杉
副
部
会
長
・
中
村
副
部
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。
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理

会

税

士

役
員
又
は
使
用
人
に
対
す
る

金
銭
の
貸
付

［参考文献］国税庁タックスアンサー№2606「金銭を貸し付けたとき」・「所得税基本通達逐条解説 令和 3年版」（樫田 明 他）大蔵財務協会

（
文
責
　
関
東
信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
山
寿
裕
）

会
社
が
そ
の
役
員
や
従
業
員
な
ど
に

金
銭
の
貸
付
け
を
す
る
場
合
に
は
、
課

税
上
の
問
題
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

今
回
は
課
税
上
の
留
意
点
と
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
整
理
し
ま
す
。

1
低
利
又
は
無
利
息
で
の
貸
付
け

に
よ
る
経
済
的
利
益

会
社
が
役
員
又
は
使
用
人
に
対
し
金

銭
を
無
利
息
又
は
通
常
の
利
率
よ
り
低

い
利
率
で
貸
付
け
た
場
合
に
は
、
原
則

と
し
て
、
通
常
の
利
率
に
よ
り
計
算
し

た
利
息
と
実
際
に
徴
収
し
た
利
息
と
の

差
額
に
相
当
す
る
経
済
的
利
益
が
、
そ

の
貸
付
け
を
受
け
た
人
の
給
与
と
し
て

課
税
の
対
象
と
さ
れ
、
会
社
と
し
て
は

そ
の
経
済
的
利
益
に
対
す
る
源
泉
徴
収

の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

2
通
常
の
利
率
と
は

こ
こ
で
い
う
通
常
の
利
率
に
つ
い
て

は
、
実
務
上
、
次
の
よ
う
に
取
り
扱
わ

れ
ま
す
。

⑴
会
社
が
役
員
又
は
使
用
人
に
貸
付
け

た
金
銭
の
利
息
相
当
額
に
つ
い
て
、

そ
の
金
銭
が
使
用
者
に
お
い
て
他
か

ら
借
り
入
れ
て
貸
付
け
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

　…

そ
の
借
入
金
の
利
率

⑵
上
記
⑴
以
外
の
場
合

　…

貸
付
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
年
に

応
じ
た
一
定
の
利
率 

泫

泫
「
貸
付
を
行
っ
た
日
の
属
す
る
年

に
応
じ
た
一
定
の
利
率
」
は
次
の

と
お
り
で
す
。

平
成
22
年
か
ら
25
年
中
に
貸
付
け

を
行
っ
た
も
の…

…

年
4.3
％

平
成
26
年
中
に
貸
付
け
を
行
っ
た

も
の…

…

年
1.9
％

平
成
27
年
か
ら
28
年
中
に
貸
付
け

を
行
っ
た
も
の…

…

年
1.8
％

平
成
29
年
中
に
貸
付
け
を
行
っ
た

も
の…
…

年
1.7
％

平
成
30
年
〜
令
和
２
年
中
に
貸
付

け
を
行
っ
た
も
の…

…

年
1.6
％

令
和
３
年
中
に
貸
付
け
を
行
っ
た

も
の…

…
年
1.0
％

3
源
泉
徴
収
の
タ
イ
ミ
ン
グ

会
社
が
役
員
又
は
使
用
人
等
に
、
低

利
又
は
無
利
息
で
金
銭
の
貸
付
け
を

行
っ
た
場
合
に
、
源
泉
徴
収
の
問
題
が

生
じ
る
の
は
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
の
場
合
の
源
泉
徴
収
は
、
各
月
ご
と

に
そ
の
月
の
末
日
又
は
一
年
を
超
え
な

い
一
定
期
間
ご
と
に
そ
の
期
間
の
末
日

に
お
い
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
経
済
的
利
益
相
当

額
を
各
月
ご
と
に
支
給
す
る
給
与
に
上

乗
せ
し
て
源
泉
徴
収
税
額
を
計
算
す
る

か
、
又
は
、
毎
年
の
年
末
調
整
時
に
一

年
分
の
経
済
的
利
益
に
相
当
す
る
金
額

を
上
乗
せ
す
る
方
法
に
よ
り
源
泉
徴
収

税
額
を
計
算
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

4
源
泉
徴
収
を
し
な
く
て
も
い
い

場
合

次
の
場
合
に
は
、
低
利
又
は
無
利
息

の
場
合
で
も
、
経
済
的
利
益
に
対
す
る

課
税
関
係
は
生
じ
ま
せ
ん
。

①
　
災
害
、
疾
病
等
に
よ
り
臨
時
に
多

額
な
生
活
資
金
が
必
要
な
使
用
人
等

が
貸
付
け
を
受
け
た
場
合
等
に
そ
の

返
済
に
要
す
る
期
間
と
し
て
合
理
的

な
期
間
内
に
受
け
る
経
済
的
利
益

②
　
役
員
又
は
使
用
人
に
貸
付
け
た
金

額
に
つ
き
、
使
用
者
に
お
け
る
借
入

金
の
平
均
調
達
金
利
な
ど
、
合
理
的

と
認
め
ら
れ
る
貸
付
利
率
を
定
め
、

こ
れ
に
よ
り
利
息
を
徴
収
し
て
い
る

場
合

③
　
①
及
び
②
以
外
の
貸
付
金
に
つ
い

て
受
け
る
利
益
で
、
そ
の
事
業
年
度

に
お
け
る
利
益
の
合
計
額
が
年

5
0
0
0
円
以
下
の
も
の

5
実
務
上
の
対
応

一
般
的
に
、
低
利
又
は
無
利
息
で
の

貸
付
け
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
は
、
決

算
終
了
後
の
税
務
調
査
等
で
の
指
摘
に

よ
り
顕
在
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

会
社
か
ら
の
貸
付
け
は
、
決
算
書
等

の
勘
定
科
目
で
明
示
さ
れ
る
と
と
も

に
、
決
算
時
に
作
成
す
る
勘
定
科
目
内

訳
書
に
も
貸
付
先
や
利
息
等
の
情
報
を

記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
税
務
調
査
が
あ
れ
ば
、
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の

た
め
、
会
社
か
ら
役
員
や
従
業
員
に
対

し
て
貸
付
け
を
し
た
場
合
に
は
、
借
用

書
や
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
、
返
済
条

件
、
貸
付
先
ご
と
の
利
息
の
有
無
、
利

率
の
決
定
根
拠
、
利
息
の
計
算
資
料
等

を
し
っ
か
り
と
備
え
付
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仮
払
金
、
前
渡
金
等
の
名
目

で
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
実
質
的

に
役
員
や
使
用
人
に
対
す
る
貸
付
金
と

し
て
評
価
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

し
、
役
員
等
の
個
人
的
な
支
出
が
会
社

の
経
費
と
し
て
精
算
さ
れ
て
い
る
場
合

に
も
、
同
様
の
指
摘
を
受
け
る
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
徴
収
す

べ
き
利
息
相
当
額
に
つ
い
て
給
与
認
定

を
受
け
、
本
来
徴
収
す
べ
き
源
泉
徴
収

税
額
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ

の
差
額
の
納
付
が
必
要
と
な
る
と
と
も

に
、
延
滞
税
等
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て

課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

決
算
時
に
お
い
て
は
、
実
質
的
に
会

社
か
ら
の
貸
付
金
と
な
る
支
出
が
な
い

か
と
い
う
観
点
か
ら
の
確
認
や
、
未
収

利
息
の
計
上
の
要
否
に
つ
い
て
も
よ
く

検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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医師が語る健康のお話

医師　宝 住 与 一

ほうずみ・よいち
日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年宇
都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会長、
栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumi健康診断  

私
は
若
い
頃
よ
り
健
康
診
断
は
、

体
が
丈
夫
な
事
も
あ
り
、
学
校
以
外

で
は
受
け
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。

最
近
高
齢
に
な
り
診
療
所
を
閉
め

暇
が
で
き
た
の
で
、
試
し
に
、
特
に

自
覚
症
状
も
体
の
具
合
が
悪
い
と
こ

ろ
も
無
か
っ
た
が
受
け
て
み
た
。
そ

し
て
報
告
書
を
見
て
驚
い
た
。

学
校
の
試
験
の
答
案
用
紙
で
見
る

と
合
格
点
だ
と
思
い
ま
す
が
、
も
う

二
度
と
健
康
診
断
は
受
け
ま
い
と
思

い
ま
し
た
。

か
な
り
の
部
分
が
、「
自
覚
症
状
が

あ
れ
ば
精
査
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

私
は
、
そ
の
検
査
数
値
の
意
味
が
分

か
っ
て
い
る
の
で
何
で
も
な
か
っ
た

で
す
が
、
大
部
分
の
人
に
と
っ
て
は

病
気
を
探
し
て
い
る
み
た
い
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
。

人
間
そ
も
そ
も
こ
の
世
に
生
を
受

け
る
と
い
う
事
は
、
い
く
ら
少
な
く

見
積
も
っ
て
も
数
億
分
の
１
の
確
率

で
生
ま
れ
て
く
る
わ
け
で
、
丈
夫
に

出
来
て
い
る
。

女
性
一
人
が
一
生
の
う
ち
に
排
卵

す
る
数
は
、
い
く
ら
多
く
見
積
も
っ

て
も
１
年
に
15
回
排
卵
し
た
と
し
て
、

12
才
か
ら
52
才
ま
で
40
年
で
6
0
0

個
で
す
。
精
子
の
数
だ
っ
た
ら
数
え

よ
う
が
な
く
、
１
回
の
射
精
で
２
〜

３
cc
と
し
て
数
億
個
で
す
。
１
cc
の

中
に
精
子
の
数
が
6
0
0
0
万
個
以

下
で
は
受
精
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
人
間
が
一
番
死
な
な
い
年
齢

は
12
才
で
す
。
12
才
か
ら
55
才
が
、

一
応
あ
ま
り
死
な
な
い
年
齢
で
す
。

12
才
以
下
６
才
迄
は
事
故
死
が
増
え
、

12
才
以
上
は
自
殺
が
増
え
ま
す
。

ち
な
み
に
七
五
三
は
、
女
は
３
才
、

７
才
ま
で
生
き
て
い
れ
ば
、
男
は
５

才
ま
で
生
き
れ
ば
成
人
ま
で
育
つ
と

い
う
意
味
で
祝
っ
た
の
だ
と
何
か
の

本
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
法
政
大

学
の
学
長
の
田
中
優
子
さ
ん
の
著
書

に
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
一
般
庶
民

は
６
才
ま
で
籍
を
入
れ
な
か
っ
た
と

い
う
話
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

余
計
な
事
を
書
き
ま
し
た
が
、
私

は
野
生
の
哺
乳
動
物
の
寿
命
は
、
心

臓
の
拍
動
が
約
20
億
回
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
間
の
場
合
、
心
拍
動
数

20
億
回
と
い
う
と
、
１
分
間
に
70
回

と
す
る
と
１
日
に
70
╳
60
（
１
時
間
）

╳
24
＝
1
0
0
8
0
0
）
で
約
10
万

回
と
す
る
と…

２
万
日
は
27
年
10
ヶ
月
╳
２
で
55

年
８
ヶ
月
と
な
り
ま
す
。
野
生
の
哺

乳
動
物
は
生
殖
機
能
が
無
く
な
る
と
、

１
年
以
内
に
死
ぬ
と
言
わ
れ
て
い
て
、

人
間
に
飼
わ
れ
て
い
る
動
物
以
外
は
、

そ
れ
以
上
は
生
き
ら
れ
な
い
よ
う
で

す
。し

か
し
、
人
間
は
元
気
な
の
で
70

才
位
ま
で
な
ら
い
い
で
す
が
、
そ
れ

以
上
の
年
で
健
康
診
断
を
受
け
る
の

は
、
ま
っ
た
く
の
無
駄
で
す
。
自
覚

症
状
が
出
て
か
ら
、
医
者
に
行
っ
て

治
療
す
る
場
合
と
健
診
を
受
け
て
病

気
を
発
見
し
て
治
療
し
た
場
合
は
比

較
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し

比
較
し
た
と
し
た
ら
、
後
者
よ
り
前

者
の
方
が
長
生
き
す
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
っ
た

人
は
、
が
ん
検
診
含
め
す
べ
て
の
健

診
は
無
駄
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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宇都宮法人会  今後の事業予定（主なもの） ※新型コロナウイルス感染症予防対策により、内容は変更になることがあります。

会
員
の
声

大
き
く
変
わ
り
始
め
た

日
本
の
気
候

発
行
／
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
　
宇
都
宮
市
鶴
田
2
-2
1
-14
　
T
E
L
0
2
8
-6
4
8
-9
4
6
6
　
h
ttp
://w

w
w
.u
tsu
h
o
u
.o
r.jp
　
発
行
人
／
黒
本
淳
之
介
　
広
報
委
員
長
／
竹
末
次
夫
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
藤
﨑
印
刷
㈱

私
は
２
年
前
に
旧
河
内
町
・
合
併

後
の
宇
都
宮
市
、
合
わ
せ
て
24
年
間

務
め
た
議
員
を
退
職
し
、
現
在
は
２

社
の
役
員
及
び
宇
都
宮
市
議
会
の
Ｏ

Ｂ
会
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
て

地
域
の
た
め
に
社
会
貢
献
を
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

今
、
日
本
の
気
候
は
大
き
く
変
わ

り
始
め
ま
し
た
。
７
月
３
日
静
岡
県

熱
海
市
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

違
法
盛
土
を
原
因
と
す
る
土
石
流
が

市
内
に
流
れ
込
む
様
子
を
テ
レ
ビ
で

見
て
、
そ
の
凄
ま
じ
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

最
近
３
年
間
だ
け
を
み
て
も
２
０

１
７
年
の
九
州
北
部
豪
雨
、
２
０
１

８
年
の
西
日
本
豪
雨
、
２
０
１
９
年

の
関
東
甲
信
地
方
を
通
過
し
栃
木
県

も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
台
風
19
号

な
ど
、
毎
年
記
録
的
な
被
害
が
出
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
豪
雨
の
す
べ
て
は
、

線
状
降
水
帯
が
同
時
多
発
的
に
発
生

し
た
こ
と
が
被
害
を
大
き
く
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
日
本
近
海
の

海
水
温
上
昇
に
あ
り
、
こ
の
１
０
０

年
間
で
１
・
16
℃
上
昇
と
世
界
全
体
の

２
倍
と
な
り
、
近
年
の
台
風
の
大
型
化

も
海
水
温
の
上
昇
が
要
因
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
気
温
上
昇
は
、
電
気
を
作
る
・

車
を
走
ら
せ
る
・
生
活
を
す
る
な
ど
化

石
燃
料
を
燃
や
し
、
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

２
が
原
因
で
す
。

日
本
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
対
２

０
１
３
年
比
で
46
％
以
上
削
減
、
２
０

５
０
年
に
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

行
政
・
企
業
・
国
民
が
一
体
と
な
っ
て

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。

こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
に
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
概
念
を
前
提
と

し
た
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
見
、
我
々
中
小
・
小
規
模
企
業
に
お

い
て
は
無
関
係
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
消
費
者
需
要
動
向
は
エ
シ
カ
ル
消

費
（
倫
理
的
消
費
）
傾
向
が
年
々
強
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
環
境
へ
の
取
り
組

み
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
わ

け
で
す
。

つ
ま
り
、
今
こ
そ
我
々
中
小
・
小
規

模
企
業
な
ら
で
は
の
強
み
と
独
自
能
力

を
発
揮
し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
国
連
で
採
択

さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
目
標

達
成
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
企
業
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

河
内
支
部
長
　
五
月
女
伸
夫

10月
10月
10月
11月
11月
11月
11月
11月

５日
20日
21日
４日
８日
12日
24日
30日

新設法人説明会
チャリティゴルフ大会
経営安定セミナー
決算期別法人説明会
決算期別法人説明会
秋季講演会
年末調整説明会
国税局長講演会

法人会会館
宇都宮CC
護国会館
ベルヴィ宇都宮
護国会館
栃木県総合文化センター
宇都宮市文化会館
宇都宮市立南図書館

月　　　日 行　　　事 会　　　場


